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熱の・ズ・・2／・拍子1・1・・
合計549曲
　　　　さらに4拍子の曲の60曲を加えれぽ，56．6パーセントに達する。そしてその他の
あるいは複合的な拍子の合計が82曲，14．9パーセントに過ぎない。エヴェンキ族の民謡に
　　　　　　　エヴェンキ民謡のリズムはどちらかといえぽ，韓
モンゴル民謡のリズムの方が日本民謡に近い。同じ遊牧民であり
　　　　　日常生活での体の使い方を詳細に考察してみる必要が
　さて音階はどうであろうか。表3はエヴェンキ民謡の音階の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3　エヴェンキ民謡の音階
分析結果であるが，日本の音階の名称をそのまま用いると，民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音階の種類曲数　％謡音階，律音階，律音階の変種（呂音階）にほとんど3等分さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民謡音階3134．1れた。ミンシャン氏によるとラドレミソラ（民謡音階），ソラド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　律音階3134．1
レミソ（律音階）の音階があり，ミソシラ（ラドミレ）の音型　　律音階変種　28　30．8
・・よく用いられると・・う．私の分析で・・テ・ラードの支醜　ε。姦講・…
それ程強固ではないが，しかし明らかにその存在を認めること　　　合　　　計　　91
ができるので，一応日本の伝統的な音階の名称をそのまま当て
ておく。そして半音を含む音階，たとえぽ都節音階や沖縄音階はない。これはミンシャン氏も認
めている。
　これに対してモンゴル民謡では，テトラコードの支配はより強力で，民謡音階と律音階，その
変種があるが，民謡音階が圧倒的に多い。またメロディの動きも，モンゴル民謡の方がなだらか
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に動き，日本民謡に近い。
　ただ装飾的なこまかい音の動きは，両方とも無拍のリズムのタイプの民謡には多く見られ，ひ
じょうに美しくメロディをひきたたせている。そしておもしろいことに，モンゴル民謡では拍節
的なリズムのタイプのボグンドーでは，こうした装飾的な音の動きはひじょうに少なく，単純な
のに対して，エヴェンキ民謡では拍節的なリズムをもった民謡でも，装飾的な音の動きが適当に
あるため，メロディの動きがゆたかに見える。その意味ではエヴェンキ族の民謡の方が，日本民
謡に近い。
おわりに
　日本の場合も，エヴェンキやモンゴルの場合も，それぞれの民族がいわぽ純粋培養されてきた
わけではなく，さまざまな形で異民族や異文化に接してきている。すでに述べたように，それぞ
れの民謡の基本的な音楽的性格は，比較的変化が遅いが，しかし民族移動などによる異民族との
接触や融合によって起こる変化は，当然考えておかねばならない。そしてその上で，これらの民
謡の音楽要素の比較も，より適切なものになるだろう。今とりあえず述べてきた音楽要素の比較
は，あくまで現在の民謡を比較してみただけのことであって，それをそのまま，民族のルーツの
問題に持ち込むことはできない。
　しかしそれにもかかわらず，ツングースの音楽の問題が，日本との関係においては決して無視
できない重要な問題であることが，今回ますます明らかになったということができる。
　なおこの調査研究は，満族文化研究会（代表者愛親覚羅顕埼）の共同研究「満族文化の基礎的
資料に関する緊急調査研究一とくに民俗学と歴史学の領域において一」に対してトヨタ財団
より与えられた研究助成（1990年度）によって行われたこと，またこの調査が中国側の共同研究
者愛親覚羅顕埼氏，愛親覚羅連綾氏など，また日本側責任者江守五夫氏の御蓋力によって行われ
たことを付記して感謝の意を表したい。
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The　Music　of　the　Various　Tungus　Races，　Focussing　on　the　Manchu
KoJIMA　Tomiko
　　When　discussing　the　origin　of　Japanese　music，　it　is　necessary　to　examine　the　music　of
various　Tungus　races，　of　which　the　close　relationship　with　Japan　has　been　pointed　out
in　other　6elds．　To　date，　we　have　had　a　considerable　amount　of　information　on　Mongolian
music；however，　information　on　the　music　of　the　Tungus　is　very　lilnited．　This　being　the
case，　the　author　joined　the“Urgent　Research　Study　into　Basic　Materials　of　the　Manchu
Culture－Especially　in　the　Fields　of　Folklore　and　History－”（under　the　subsidy　of　the
Toyota　Foundation），　conducted　by　the　Society　for　the　Study　of　Manchu　Culture　to
investigate　Manchu　music　in　February，1990．　This　paper　is　the　study　report　based　on
the　results　of　the　investigation．
　　Since　investigations　were　restricted　to　Beiling　this　time，　only　a　small　amount　of
information　on　the　Manchu　and　Evenki　races　was　collected．　The　author　reports　on　the
music　of　these　two　races，　adding　sonle　information　on　Mongolian　music　as　a　reference．
　　First　of　a11，　the　sha皿an　music　of　Manchu　was　investigated，　mainly　by　means　of　video
materials．　Shamanism　occupies　a　very　important　position　in　the　Tungus　Culture．　The
single－skin　drum　and　mally　be11s　attached　to　the　belt　used　by　the　shamans　are　features
in　common　with　the　shamalls　of　other　Tungus　races，　ane　Japanese　ethnic　minorities，　such
as　the　Ainu，　Gilyak，　and　Orocco．　Manchu　shamans　are　clearly　of　a　d近erent　type　from
the　influential　shamans　of　ancient　Japan，　and　the　shanlans　still　active　in　Korea　today．
The　Songs　of　Manchu　shamans　are　based　on“min．y6”scale，　strongly　governed　by　the
tetrachord；they　have　many　features　ill　com皿on　with　Japanese　songs．
　　As　for　the　folksongs　of　the　Evenki　race，　the　author　illvestigated　the　folksong　collection
which　is　the　most　reliable　at　the　present　stage，　and　foulld　that　the　Evenki　folksongs，
like　the　Mongol　folksongs，　can　be　classi丘ed　into　the　metrical　type　and　the　free　rhythm
type；the　latter　accounts　for　about　15％，　which　was　unexpectedly　low．　In　the　former，
pieces　in　simple　duple　time，　those　in　simple　triple　time，　and　those　in　altered　time　or
those　in　which　the　time　alters　in　the　course　of　a　piece，　accounted　for　25％each；this　is
close　to　the　rhythm　of　Korean　folksongs．　Pieces　are　r皿ghly　divided　into　three　types　of
scale；“Min－y6”scale，“Ritsu”scale　and“Ryo”scale．　These　are　not　so　strongly　governed
by　the　tetrachord；rather，　the　Mongolian　folksongs　are　closer　to　Japanese　songs．　As　for
ornamental　movement　of　melody，　the　Evenki　folksongs　most　resemble　the　Japanese
songS・
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